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副委員長　陳 路

お祝いの言葉

　卒業生の皆さん、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。
　しばらく雨の日が続きましたが、スイスでは雨上がりの空によく虹を見かけることが
あります。雨でどんよりしていた気持ちも、遠くまで大きく伸びる虹を見ると、不思議
と明るくなるものです。

　虹は、太陽の光が空気中の水の粒に当たることで、赤や青、黄色などの色に分かれて
見えます。おもしろいことに、「虹はいくつの色でできているか」という考え方は、国
や文化によって違うと言われています。日本のように七色と数える国もあれば、五色や
三色と考える地域もあります。どれが正しいというわけではなく、いずれもそれぞれの
国や文化の中で大切にされてきた考え方です。

　普段は現地の学校に通い、補習校で日本の言葉や文化について学ぶ皆さんは、複数の
言語や文化に触れながら生活する中で、豊かな個性、いわば「自分だけの色」を身につ
けてきたことと思います。考え方によって虹の色の数が異なるように、皆さんの持つ色
も、みんなと同じである必要はありません。得意なことや好きなことは、他の人と違っ
ても良いのです。自分と他の人を比べてしまうこともあるかもしれませんが、「色の
数」や「色の濃さ」が異なっても、それぞれの美しい虹を架けることができるというこ
とを、どうか忘れないでください。

　また、これから先、皆さんは多くの人と出会っていくことでしょう。自分の色を大切
にすると同時に、他の人の色も尊重できる心を、いつまでも大切にしてほしいと思いま
す。

　最後に、補習校で友人たちと過ごした時間や、毎週通った教室の光景が、未来に向か
って歩んでいく皆さんの心に、いつまでも温かく残っていくことを願っています。
皆さんの新しい旅立ちを、心から応援しています。

https://www.instagram.com/jszurich.hoshuko

https://www.instagram.com/jszurich.hoshuko


お 知 ら せ

読み終わった本は、必ずあった場所に
「立てて」・「背表紙を手前にして」
戻しましょう。

開室日：＊月＊日
利用時間：＊時　～　＊時
利用について：貸出・返却のみ
貸し出し冊数：５冊まで（常時）
★新刊図書：学期中、長期休暇中ともに１冊まで

注意事項：
①返却は、もとの場所に戻す
　戻す場所がわからない場合は、返却コーナーに置く

②来校・下校の際は、必ず職員室に声をかける
③今年度未返却の本を必ず返したうえで借りる

新学期が始まる前に、ご家庭に
「学校図書の返却忘れ」がないか、
今一度、お確かめください。

学年変更に伴う登録手続き不要です。
４月からは、Escolaのみで連絡を
配信します。

学校連絡システム学校連絡システム

ご注意ください

補習校運営規則補習校運営規則

EscolaEscola

* *
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

入園・入学・編入学、退学等の手続き

退学を希望する児童生徒の保護者は、
７日前までに所定の「退学届」を
校長に届けなければならない。 

（補習校運営規則 ８条２項）

質問などの対応、返答に十分時間をいただきます。
ご理解のほどお願いいたします。

補習校休暇中の対応について補習校休暇中の対応について

図書の返却について図書の返却について

図書室 春休みの利用について図書室 春休みの利用について

芝刈り・運動会・学校教育活動・図書・和太鼓部・まつりボラ
ンティアの皆様、クラス保護者代表・副代表の皆様、そして、
全ての保護者の皆様に、学校教育活動と学校環境づくりにご理
解とご支援をいただきました。
子どもたちが充実した時間を過ごし、今年度も無事に終了でき
たのも、あたたかく支えてくださった皆様のおかげです。

感謝を込めて感謝を込めて

ボランティアを引き受けてくださった保護者の皆様

心より感謝申し上げます。

１名の方からご寄附を賜りました。
深く感謝申し上げ、有効に使わせて
いただきます。

寄附寄附

＜文部科学省ホームページ＞
 

　　２４時間子供SOSダイヤル
　　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/06112210.htm

　　

ご活用くださいご活用ください相談窓口相談窓口



始業日お知らせ始業日お知らせ

在園児と在校生は
入学式に参加しません。

始業日の授業

・特別時間帯

・通常時間帯

他のクラス

幼稚部・小学部

中学部1年生

保護者の皆様

・お子様の送迎は、基本校舎の外

（幼稚部・小学部１年は教室）とします。

・用がある場合は、校舎にお入りください。個表内容の変更

・住所、メールアドレス、

　現地校など記載事項に

　変更がある場合、学校に

　連絡してください。

　フォームをお送りします。

※欠席時の

宿題について

今まで郵送していましたが、２０２６年

度よりデータ共有となり、封筒の提出が

不要となります。 

宿題を兄弟などに渡したり、事前に渡し　　

　たりはいたしません。

・学校敷地内　　　　　への

　　　車両の乗り入れと、

　　学校敷地付近への停車は

　　　　ご遠慮ください。

入学式と特別時間帯クラス時間割入学式と特別時間帯クラス時間割

(正面・裏)

詳しくは、

新年度にお知らせします。 

封筒は返却します。

＊月＊日の入学式には

　土曜・水曜クラスの

　　　新入生が

　　　出席します。

入学式

新学期始業日

掲載できません。

学校へお問い合わせください。



　始業日に持ってくる物始業日に持ってくる物

小１ 

小２ 

小３ 

小４ 

小５ 

小６ 

中学部 

全学年 

幼 稚 部

国際部 

Ａ４クリアホルダー

(ファイル)２枚 
毎回宿題やプリント類はこれに入れて提出してください。

クリアホルダーには、必ず記名してください。 

水筒、かばん(プリント類と水筒が入るもの)、クレヨン12色 

Ｂか２Ｂの鉛筆５本、消しゴム、色鉛筆、漢字ノート２冊（漢字練習用）、 
国語ノート２冊（日記用）、連絡帳（宿題を書くノート） 
Ｂか２Ｂの鉛筆５本、消しゴム、色鉛筆、国語10ますのノート１冊(授業用)、 
国語12ますのノート１冊(日記用)、漢字50字ノート２冊(漢字練習用)、 
連絡帳(罫線のものが書きやすい。２学期から) 

Ｂか２Ｂの鉛筆５本、消しゴム、色鉛筆、漢字84字のノート２冊（漢字練習用）、 国
語12ますのノート３冊(日記用２冊、授業用１冊)、連絡帳 

ＨＢかＢの鉛筆５本、消しゴム、色鉛筆、漢字84字のノート２冊(漢字練習用)、 
国語18ますのノート３冊(日記用２冊、授業用１冊)、連絡帳 
筆記用具、漢字84字のノート２冊（漢字練習用）、国語罫線15行のノート１冊、 
国語18ますのノート２冊（日記用）、国語辞典、連絡帳 
筆記用具、ノート２冊(漢字練習用)、国語ノート1冊、 
国語18ますのノート２冊(日記用)、国語辞典、連絡帳 
筆記用具、ノート２冊（漢字練習用）、国語ノート１冊、 
国語18ますのノート１冊(日記用)、国語辞典、連絡帳 
筆記用具、ノート、国語辞典(電子辞書可)、蛍光ペン 

★　小２以上 －ノートは、前学年からの続きを使ってください。

★ 小学３年で国語辞典、小学４年で漢字辞典が必要となります。

　　学校推奨 －国語辞典：学研「新レインボー小学国語辞典」や旺文社、講談社の辞典

　　漢字辞典：ベネッセの「チャレンジ小学漢字辞典」
　 （偕成社のものは、学校での学習方法とは異なるのでお薦めしません。）

ノートは学校で買えます １冊３フランノートは学校で買えます
１冊３フラン

始業日持ち物

ノート購入希望

ノート購入ご希望の際は、次の手順で

販売します。

小学部以上

① 封筒に「名前・ノートの種類・

　　冊数・金額」を記入し、代金を

　　入れて封をする。

② 宿題ファイルに入れて担任に

　　声をかける。次回授業日、担任

　　からノートを渡します。

・「始業日に持ってくる物」を

　よく読み、忘れ物がないように

　してください。

・国語辞典

　

　４年生からは、毎週持たせて

　ください。

（中学生は、電子辞書も可）

欠席連絡

Escola「欠席機能」を

　ご活用ください。



　

掲載できません。

学校へお問い合わせください。
2026年度校時表
2026年度教室配置図

第１回実施日：

校内漢字総復習試験

校内漢字総復習試験が始業日に実施されます

１．目的：この試験は、国語学習の基礎である漢字に興味を持たせ、漢字の学習意欲を高め、

　　　　　各学年で習う漢字を定着させ、さらに漢字能力を伸長させることを目的とするもの

　　　　　である。

２．試験とその手続き：試験は年２回実施する。

◎１回目－全員が受験。　

　　　　　原則として自分が在籍する学年の試験を受ける。

　　　　　

◎２回目－希望者が希望の学年の漢字総復習試験を受験する。受験希望者は、６月に担任から

　　　　　配られる申込書に必要事項を記入し、担任に提出する。

３．試験の範囲：教科書巻末の新出漢字表から出題する。担任が漢字補充プリントを配付する

　　こともある。各学年の担任から詳しく説明があるので、指示に従ってください。

４．合格点 ７０点以上

　　答案は後日返却される。返却された答案用紙は間違いを訂正し、再度提出する。

６月に申し込んだ希望者のみ受験する。 


小学２年以上は全員受験する。（国際部は希望者のみ）

第２回実施日：

（始業日に欠席の場合は、翌週の授業時間外１０：２０～１１：００、１１：００～１１：４０、１６：１０～

　１６：５０に受けることができる。）

１学期始業日　授業時間内

２学期始業日　授業時間外

2026年度行事予定



１２月１３日（土）、家庭科室で、チューリッヒ大学進化生態学研究所の

清水（稲継）理恵先生による講演会「陸に上がった生物」が開かれ、児童生徒と

保護者が参加しました。先生に実施いただく活動は、１０度目になりました。

「生き物は海で生まれ、陸に進出した」ことや

「植物は自分の形を変えて、陸に適応した」ことについて、

わかりやすい図を示しながら説明いただきました。 

グラウビュンデン州にあるスイスで唯一の国立公園と高山

植物について、美しい写真と共に紹介があり、参加者は

興味深く聞き入りました。 

報  告

学校ボランティア教育活動　 学校ボランティア教育活動　 

講演「陸に上がった生物」講演「陸に上がった生物」

入賞・合格おめでとう入賞・合格おめでとう

日本語能力試験　合格者

N１ 高等部　

 

進化の過程とスイスの自然について、日本語で学ぶ機会を与えてくださった

先生に心より感謝申し上げます。 

L・M

２月１３日（金）

・全日校・補習校それぞれの今年度活動報告

　や来年度年間計画について説明がありました。 

・来年度児童生徒数や職員の動向、学校評価アンケート

　結果、対応についても報告がありました。

・来年度予算の提案と説明があり、審議されました。

運営委員会運営委員会第６回第６回

算数科講習 算数科講習 

１月３１日（土）に、算数科講習が始まりました。

１６名が３クラスに分かれ、日本の算数教科書で、

各学年の個別学習をしています。わかる、できる

ことが増え、楽しく学んでいます。

第９回スイス年賀状コンテスト

中等教育部門 日本賞

A・R

練習がんばっています練習がんばっています

１８名が保護者の支援を得て、中学

生、高校生の指導により、昼休み、

一生懸命新しい演目の練習に

励んでいます。

運動会での発表が楽しみです。

太鼓部 太鼓部 



香港補習校の提案で、「世界の補習校」オンライン交流に
参加しました。香港・上海・ハリファックス（カナダ）・
イスタンブール・チューリッヒの補習校が各学校や地域を
紹介するスライドや動画を作成し、コメントを交換しました。

国際部中学年「世界の補習校交流」国際部中学年「世界の補習校交流」

今年度も、北米・欧州の８校が参加して補習校高等部オンラインビブリオバトルが
実施されました。ビブリオバトルは、参加者が持ち寄った本を紹介し、いちばん
読みたくなった本を投票してチャンプ本を選ぶ知的書評合戦です。

チューリッヒ高等部のクラス代表２名は、１１月１５日にミラノ補習校との合同学校
代表決定バトルで発表しました。
２校２７名による投票の結果、チューリッヒ補習校代表は一年生A・Bさん『駆け込
み訴え』（太宰治著）に決まり、世界大会に出場しました。
 


世界の補習校高校生から発表や紹介した本について温かいコメントが届きました。 

高等部「補習校高等部ビブリオバトル世界大会」高等部「補習校高等部ビブリオバトル世界大会」

その一環で、１０月１８日と１１月１５日に
イスタンブール補習校とZoomでクイズ大会や
文化紹介を行いました。

このたび、補習校の教員を退任することになりました。
３年間、この補習校で過ごした時間は、かけがえのないものでした。
生徒の皆さん、先生方、そして保護者の皆さんには、たくさんの支え
をいただきました。心から感謝しています。
皆さんも夢や目標に向かって進んでください。
皆さんの成長を心から願っています。
ありがとうございました。

退任退任

感謝を込めて感謝を込めて

 

２０２５年度　休職

 

２０２５年度　休職

国際交流基金ケルン日本文化会館

日本語教育アドバイザー菊岡由夏先生見学  

国際交流基金ケルン日本文化会館

日本語教育アドバイザー菊岡由夏先生見学  

今年度もありがとうございました。今年度もありがとうございました。

１月２４日（土）に授業を見学していただき、  
子どもたちがクラス担任とよい関係で、楽しく
学んでいるとの感想をいただきました。  

季節文化交流活動  季節文化交流活動  

で、ご覧ください。  

https://www.instagram.com/jszurich.hoshuko

https://www.instagram.com/jszurich.hoshuko
https://www.instagram.com/jszurich.hoshuko
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の
力
士
を
応
援
し
て
い
る
様
子

も
、
は
く
力
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

 

勝
負
の
後
は
、
勝
っ
て
も
お
ご
ら
ず
、
お
互
い
に

礼
を
し
て
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
相
撲
は
単

な
る
勝
ち
負
け
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
伝
統
的
で
礼

ぎ
を
重
ん
じ
る
、
大
切
な
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
上 

は
な 

  

日
本
に
は
、
お
弁
当
と
い
う
す
ば
ら
し
い
文
化
が

あ
り
ま
す
。 

 

お
弁
当
の
み
り
ょ
く
は
、
ま
ず
、
ふ
た
を
開
け
た

し
ゅ
ん
間
に
い
い
に
お
い
が
し
て
、
心
が
わ
く
わ
く

す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
色
と
り
ど
り
の
お
か
ず

が
き
れ
い
に
な
ら
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
と
て
も

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
弁
の
よ

う
に
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
名
物
が
手
軽
に
食
べ

ら
れ
る
の
も
、
お
弁
当
の
大
き
な
み
り
ょ
く
で
す
。 

 
 

 

そ
し
て
何
よ
り
も
、
母
が
作
っ
て
く
れ
る
お
弁
当

に
は
、
食
べ
る
人
を
思
う
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
て
、

私
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
の
ご
ち
そ
う
で
す
。
私
の
好

き
な
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
つ
め
ら
れ
た
運
動
会
の
お

弁
当
は
、
最
高
の
思
い
出
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
お
弁
当
は
小
さ
な
箱
の
中
に
、
地

域
の
味
や
家
族
へ
の
愛
情
が
つ
ま
っ
た
、
日
本
な
ら

で
は
の
大
切
な
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
イ
ラ
ー 

実
琴 

  

日
本
に
は
、
「
和
太
鼓

わ

だ

い

こ

」
と
い
う
伝
統
的
な
打
楽

器
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

一
番
の
み
り
ょ
く
は
、
は
く
力
の
あ
る
音
で
す
。

演
奏
を
き
く
と
ド
ー
ン
と
体
に
ひ
び
き
、
勇
気
が
わ

い
て
く
る
よ
う
な
力
強
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

次
に
、
だ
れ
で
も
楽
し
め
る
点
で
す
。
た
た
き
方

で
音
の
工
夫
が
で
き
ま
す
が
、
打
て
ば
鳴
る
簡
単
な

楽
器
な
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も
す
ぐ
に
始
め
ら

れ
ま
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
、
体
を
き
た
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
太
鼓

を
た
た
く
に
は
力
が
必
要
で
す
が
、
仲
間
と
音
を
合

わ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
で
す
。
思
い

補
習
校
便
り 

二
〇
二
五
年
度
第
六
号 
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切
り
た
た
く
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な
り
ま

す
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
、
和
太
鼓
は
音
を
体
全
体
で
感
じ
、

日
本
の
心
を
表
現
で
き
る
楽
器
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
島 

健
太 

  

日
本
に
は
「
和
食
」
と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。

い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く
は
、
シ
ン
プ
ル
で
素

材
の
味
を
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
「
う
ま

み
」
を
上
手
に
利
用
し
た
和
食
は
、
一
度
食
べ
た
ら

忘
れ
ら
れ
な
い
お
い
し
さ
で
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
、
和
食
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
優
れ

て
い
ま
す
。
野
菜
や
魚
な
ど
、
体
に
よ
い
食
材
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
使
わ
れ
て
い
て
、
日
本
人
が
長
生
き
す

る
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 

ま
た
、
「

旬
し
ゅ
ん

」
の
食
材
を
大
切
に
す
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
春
夏
秋
冬
に
合
わ
せ
て
、
そ

の
時
期
に
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
食
べ
物
を
選
び
ま

す
。
お
正
月
に
は
「
お
節
」
な
ど
の
特
別
な
料
理
を

食
べ
て
文
化
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
和
食
に
は
た
く
さ
ん
の
み
り
ょ
く

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

  
 

 
 

 

ヘ
ル
テ
ィ
ッ
グ 

ソ
フ
ィ
ア
夕
清
子 

  

日
本
に
は
、
ル
ー
ル
を
き
っ
ち
り
守
る
風
習
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
そ
の
み
り
ょ
く
を
世
界
に
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
の
は
、
時
間
の
正
確
さ
で

す
。
電
車
や
バ
ス
が
時
刻
表
通
り
に
動
く
の
は
、
ス

イ
ス
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
日
本
な
ら
で
は
の

よ
さ
で
す
。 

 
 

 

次
に
、
公
共
の
マ
ナ
ー
で
す
。
車
内
で
さ
わ
が

ず
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う
思
い
や
り
の

気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
、
ち
つ
序
を
守
る
態
度
で
す
。
大
き
な
災

害
の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
で
は
略
だ
つ
が
起
こ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
と
き
も
列
に
並
び
、
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
、
互
い
を
尊
重
し
て
ル
ー
ル
を
守
る

文
化
が
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

澁
谷 

春
樹 

  

日
本
に
は
、
世
界
に
じ
ま
ん
で
き
る
ア
ニ
メ
や
漫 ま

ん

画 が

と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。 

 
今
で
は
全
世
界
で
と
て
も
人
気
が
あ
り
、
多
く
の

人
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ぼ
く
も
ア
ニ
メ
を
一
話
見

る
と
、
続
き
が
気
に
な
っ
て
し
か
た
が
な
く
な
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
学
校
で
も
、
ア
ニ
メ
や
漫
画

の
話
で
盛
り
上
が
る
友
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
ぼ
く
が
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く

は
、
そ
の
も
の
す
ご
い
人
気
で
す
。
世
界
的
に
有
名

な
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
の
売
り
上
げ
を
追
い
こ

し
て
、
日
本
の
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
の
ほ
う
が
よ
り
多

く
売
れ
て
い
ま
す
。
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
は
、
世
界
の

本
の
売
り
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト
ッ
プ
十
に
入
る
ほ

ど
世
界
的
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
や
漫
画
は
全
世
界
を
夢
中

に
さ
せ
る
、
日
本
が
世
界
に
ほ
こ
る
文
化
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

波
多
野 

コ
ナ
ー 

  

日
本
に
は
「
節
分
」
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く
は
、
楽
し
み
な
が

ら
健
康
を
願
え
る
こ
と
で
す
。 

 

ぼ
く
が
保
育
園
児
の
と
き
、
節
分
の
豆
ま
き
を
し

ま
し
た
。
お
に
の
格
好
を
し
た
先
生
に
、
み
ん
な
で

豆
を
ま
き
ま
し
た
。
先
生
が
だ
れ
か
を
だ
き
上
げ
て

怖
が
ら
せ
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
助
け
よ
う
と
し
て

力
い
っ
ぱ
い
豆
を
投
げ
つ
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。 

 
 

 

ま
た
、
豆
ま
き
の
後
に
は
、
自
分
の
年
の
数
だ
け

豆
を
食
べ
る
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も

節
分
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
節
分
は
、
豆
を
投
げ
た
り
食
べ
た
り

し
て
盛
り
上
が
り
な
が
ら
、
自
分
や
家
族
の
健
康
と

幸
せ
を
願
う
こ
と
が
で
き
る
、
日
本
に
欠
か
せ
な
い

す
ば
ら
し
い
伝
統
行
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

フ
ァ
ン
デ
ァ
シ
ュ
タ
イ 

莉
彩 

  

日
本
に
は
、
学
校
指
定
の
制
服
が
あ
る
学
校
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
制
服
と
い
う
文
化

に
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

き
っ
か
け
は
、
日
本
の
漫 ま

ん

画 が

を
読
ん
だ
こ
と
で

す
。
漫
画
に
は
、
か
わ
い
い
リ
ボ
ン
や
す
て
き
な
黒

い
ス
カ
ー
ト
の
制
服
が
よ
く
描
か
れ
て
い
て
、
と
て

も
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 

制
服
は
、
私
服
と
違
っ
て
み
ん
な
が
同
じ
格
好
を

す
る
の
で
、
公
平
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
毎
日

着
る
服
を
準
備
し
な
く
て
い
い
の
も
便
利
な
点
で

す
。 
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日
本
へ
行
っ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
人
が

着
て
い
る
制
服
を
実
際
に
見
て
み
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

半
澤 

け
い 

  

日
本
に
は
「
ア
ニ
メ
」
と
い
う
世
界
に
じ
ま
ん
で

き
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。 

 

外
国
で
も
ア
ニ
メ
は
と
て
も
人
気
で
す
。
ぼ
く
の

み
ん
な
に
伝
え
た
い
一
つ
目
の
み
り
ょ
く
は
、
一
度

見
る
と
夢
中
に
な
っ
て
止
め
ら
れ
な
く
な
る
と
こ
ろ

で
す
。
ぼ
く
は
ア
ニ
メ
の
途
中
で
ト
イ
レ
に
行
く

と
、
続
き
が
気
に
な
っ
て
ど
き
ど
き
し
て
し
ま
い
ま

す
。 

 

二
つ
目
は
、
世
界
中
で
有
名
な
こ
と
で
す
。
ス
イ

ス
の
友
達
も
日
本
の
ア
ニ
メ
「
呪
術
廻
戦

じ
ゅ
じ
ゅ
つ
か
い
せ
ん

」
が
大
好

き
で
す
。 

 

三
つ
目
は
、
漫
画

ま

ん

が

と
し
て
も
読
め
る
と
こ
ろ
で

す
。
ぼ
く
は
「
名
探
偵

め
い
た
ん
て
い

コ
ナ
ン
」
や
「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」
を
百
巻
ま
で
持
っ
て
い
ま
す
。
漫
画
も
よ
い
で

す
が
、
ぼ
く
は
、
は
く
力
の
あ
る
映
像
が
楽
し
め
る

ア
ニ
メ
の
ほ
う
が
好
き
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
ア
ニ
メ
は
、
世
界
中
で
愛
さ
れ
、
ぼ

く
を
い
つ
も
ど
き
ど
き
さ
せ
て
く
れ
る
す
ば
ら
し
い

文
化
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

モ
ッ
ク 

さ
く
ら 

  

日
本
に
は
、
「
着
物
」
と
い
う
美
し
く
伝
統
的
な

服
の
文
化
が
あ
る
。 

 
 

 

い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く
は
、
ど
ん
な
ス
タ

イ
ル
の
人
に
も
似
合
う
と
い
う
こ
と
だ
。
絹
で
で
き

た
高
価
で
美
し
い
着
物
は
、
人
々
の
目
を
引
き
つ
け

る
。
着
物
は
、
帯
で
体
を
し
め
る
た
め
、
着
る
と
自

然
に
背
筋
が
の
び
て
姿
勢
が
よ
く
な
る
。
そ
う
す
る

と
、
動
作
が
上
品
に
な
り
、
自
分
に
自
信
が
わ
い
て

く
る
。 

 
 

 

現
在
は
、
結
婚
式
や
成
人
式
な
ど
の
特
別
な
日
に

着
る
こ
と
が
多
い
が
、
若
い
人
た
ち
が
今
で
も
着
物

を
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
、
だ
れ
も
が
特
別
な
気
持
ち
に
な
れ

る
着
物
と
い
う
伝
統
が
、
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
続
い

て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ド
ゥ
ン
シ
ュ 

彩
芽 

  

日
本
に
は
、
「
ア
ニ
メ
」
と
い
う
映
画
や
シ
リ
ー

ズ
な
ど
が
あ
る
。 

 
 

 
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く
は
、
日
本
の
ア
ニ

メ
に
は
、
想
像
力
に
富
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
す
ば
ら
し

い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
だ
。 

 

次
に
、
絵
も
上
手
で
き
れ
い
に
描
か
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
も
す
ば
ら
し
く
、

私
は
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
る
の
が
大
好
き
だ
。 

 

例
え
ば
、
私
の
い
ち
ば
ん
好
き
な
ア
ニ
メ
は
、

「
葬
送

そ
う
そ
う

の
フ
リ
ー
レ
ン
」
だ
。
ま
ず
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
が
す
ば
ら
し
い
。
魔
法
使
い
の
フ
リ
ー
レ
ン
は
、

弟
子
の
フ
ェ
ル
ン
と
旅
を
し
な
が
ら
、
事
件
を
解
決

し
て
い
く
。
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
さ
せ
ら
れ
る
事
件

を
一
度
見
始
め
る
と
、
も
う
見
る
の
を
止
め
ら
れ
な

く
な
る
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
ア
ニ
メ
は
す
ば
ら
し
い
と

思
う
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
見
て
み
て
ほ
し

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

マ
イ
ヤ
ー 

リ
ア 

  

日
本
に
は
漫 ま

ん

画 が

と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。
い
ち

ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く
は
、
絵
が
細
か
く
正
確
に

描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 
 

 

私
が
よ
く
読
む
「
よ
つ
ば
と
」
は
、
人
物
が
本
当

に
動
い
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
主
人
公

の
よ
つ
ば
ち
ゃ
ん
が
、
ピ
ザ
の
サ
イ
ズ
を
目
玉
焼
き

く
ら
い
だ
と
想
像
し
て
い
て
、
実
物
を
見
て
お
ど
ろ

く
様
子
に
は
、
笑
い
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

い
し
す
ぎ
て
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
姿
も
、
と
て
も
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。 

 

よ
つ
ば
ち
ゃ
ん
は
感
情
豊
か
で
、
大
切
な
ぬ
い
ぐ

る
み
が
こ
わ
れ
た
ら
な
み
だ
を
流
し
、
楽
し
い
と
き

は
全
身
で
喜
び
を
表
現
し
ま
す
。
少
し
わ
が
ま
ま
な

と
き
も
あ
る
け
れ
ど
、
正
直
で
真
っ
直
ぐ
な
よ
つ
ば

ち
ゃ
ん
と
、
お
父
さ
ん
の
や
り
取
り
が
こ
の
漫
画
の

大
き
な
み
り
ょ
く
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

室
井 

瑁 

  

日
本
に
は
、
日
本
食
と
い
う
す
ば
ら
し
い
文
化
が

あ
り
ま
す
。 

 
 

 

い
ち
ば
ん
お
す
す
め
し
た
い
食
べ
物
は
、
ラ
ー
メ

ン
で
す
。
味
に
は
、
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
、
と
ん
こ
つ

や
塩
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
私
が

い
ち
ば
ん
好
き
な
の
は
、
み
そ
ラ
ー
メ
ン
で
す
。
ス

イ
ス
で
は
、
母
が
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
く

れ
ま
す
が
、
日
本
に
行
く
と
き
は
必
ず
本
場
の
味
を

食
べ
ま
す
。 

 
 

 

次
に
お
す
す
め
し
た
い
食
べ
物
は
、
焼
き
肉
で

す
。
自
分
で
焼
い
て
食
べ
る
の
も
楽
し
い
し
、
つ
け

て
食
べ
る
た
れ
が
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
で
も
、

私
の
弟
は
焼
き
肉
よ
り
も
お
す
し
が
好
き
で
す
。
私
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は
お
す
し
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で
、
レ
ス
ト

ラ
ン
選
び
で
い
つ
も
け
ん
か
に
な
り
ま
す
。
最
後
は

大
体
い
つ
も
私
が
あ
き
ら
め
て
、
ゆ
ず
っ
て
あ
げ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
、
私
は
日
本
食
が
と
て
も
好
き
で

す
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
学
部
六
年
二
組 

発
見
、
日
本
文
化
の
み
り
ょ
く 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
マ
ル
カ 
陽 

  

日
本
に
は
、
漫
画

ま

ん

が

と
い
う
、
世
界
に
じ
ま
ん
で
き

る
伝
統
文
化
が
あ
る
。 

 

漫
画
は
、
昔
か
ら
絵
で
物
語
を
伝
え
る
方
法
と
し

て
、
絵
巻
や
浮
世
絵

う

き

よ

え

に
使
わ
れ
て
い
た
。 

 

明
治
時
代
に
な
る
と
、
新
聞
や
雑
誌
に
漫
画
が
の

る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
昭
和
時
代
、
手
塚
治
虫

て

づ

か

お

さ

む

と
い
う
漫
画

家
が
登
場
し
、
「
鉄
腕

て
つ
わ
ん

ア
ト
ム
」
な
ど
の
人
気
漫
画

を
作
っ
て
、
今
の
漫
画
文
化
が
広
ま
っ
た
。
今
で

は
、
漫
画
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
で
楽
し

ま
れ
て
い
る
。 

 

私
が
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
漫
画
の
み
り
ょ
く
は
、

楽
し
く
て
安
く
て
、
ど
こ
で
で
も
買
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
だ
。 
 

 

こ
の
よ
う
に
、
漫
画
に
は
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ

る
心
が
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
漫
画
の
本
当
の
価
値

が
あ
る
の
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

乾 

秋
來 

 

日
本
に
は
、
折
り
紙
と
い
う
、
世
界
に
じ
ま
ん
で

き
る
伝
統
文
化
が
あ
る
。 

 

約
千
年
前
、
平
安
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
折

り
紙
は
、
つ
る
、
手
裏
剣

し
ゅ
り
け
ん

、
か
ぶ
と
な
ど
、
縁
起
の

よ
い
も
の
を
作
れ
る
こ
と
で
、
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
折
り
紙
の
大
き
な
特
長
だ
。 

 

し
か
し
、
折
り
紙
の
長
所
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
折
り
紙
は
、
紙
一
枚
で
作
品
が
作
れ
る
。
は
さ

み
や
の
り
は
必
要
な
い
。
ま
た
、
折
り
紙
は
用
意
し

や
す
い
。 

 

さ
ら
に
、
折
り
紙
は
技
術
が
な
く
て
も
作
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
初
心
者
で
も
、
始
め
や
す
く
、
取

り
組
み
や
す
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
折
り
紙
は
、
一
枚
の
紙
を
切
ら
ず

に
折
っ
て
形
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
こ

そ
、
折
り
紙
の
本
当
の
価
値
が
あ
る
の
だ
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

小
倉 

ア
イ
ナ 

  

日
本
に
は
、
ふ
と
こ
ろ
刀
と
い
う
、
世
界
に
じ
ま

ん
で
き
る
伝
統
文
化
が
あ
る
。
刀
と
い
う
と
男
性
の

武
器
だ
と
思
う
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
女
性

が
持
つ
ふ
と
こ
ろ
刀
が
あ
る
の
だ
。 

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
。
昔
、
生
き
別
れ

た
父
親
か
ら
も
ら
っ
た
ふ
と
こ
ろ
刀
を
大
事
に
持
っ

て
い
た
女
の
子
が
い
た
。
父
親
の
名
前
も
顔
も
分
か

ら
な
い
。
父
親
を
探
す
旅
に
出
た
女
の
子
は
、
旅
の

途
中
で
、
出
会
っ
た
人
が
刀
に
つ
い
て
い
る
か
ざ
り

を
見
て
、
父
親
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
を
教
え

て
く
れ
た
。
父
親
は
そ
の
刀
を
見
て
、
自
分
の
娘
だ

と
分
か
っ
た
そ
う
だ
。
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
が
な
い
時
代
に

ふ
と
こ
ろ
刀
が
身
分
証
明
書
代
わ
り
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
ふ
と
こ
ろ
刀
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

意
味
が
あ
る
。
心
が
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
本
当
の

価
値
が
あ
る
の
だ
。 

 

德
山 

海
航 

 

日
本
に
は
、
武
道
と
い
う
世
界
に
じ
ま
ん
で
き
る

伝
統
文
化
が
あ
る
。
武
道
に
は
、
剣
道

け
ん
ど
う

、
柔

道

じ
ゅ
う
ど
う

、

弓

道

き
ゅ
う
ど
う

、
す
も
う
、
空
手
、
合
気
道
、
な
ぎ
な
た
、
少

林
寺
拳
法

け
ん
ぽ
う

が
あ
る
。 

武
道
は
、
日
本
で
生
ま
れ
た
昔
の
技
が
も
と
に
な

っ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
自
分
や
仲
間
を
守
る
た
め

の
も
の
だ
っ
た
が
、
今
は
心
を
落
ち
着
け
た
り
、
が

ま
ん
強
さ
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
。 ま

た
、
外
国
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
日
本
の
武
道

を
学
ん
で
い
る
。
ぼ
く
も
ス
イ
ス
で
剣
道
を
習
っ
て

お
り
、
ス
イ
ス
の
大
会
で
優
勝
し
、
世
界
大
会
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

ぼ
く
は
、
武
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
世
界
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
日
本
の
武
道
に
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に

は
な
い
心
が
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
武
道
の
本
当
の

価
値
が
あ
る
の
だ
。 

 

ニ
ュ
エ
ン 

恵
子
ハ
ナ 

 

  

日
本
に
は
、
お
団
子
と
い
う
、
世
界
に
じ
ま
ん

で
き
る
食
文
化
が
あ
る
。 

 

お
団
子
の
一
番
の
み
り
ょ
く
は
、
簡
単
に
作
る

こ
と
が
で
き
る
点
だ
。
な
ん
と
、
縄
文
時
代

じ
ょ
う
も
ん
じ
だ
い

か
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ら
、
お
団
子
は
あ
る
。
お
ど
ろ
く
こ
と
に
、
今
と

全
く
同
じ
よ
う
に
米
粉
と
お
湯
と
い
う
材
料
で
作

ら
れ
て
い
た
。 

 

い
ち
ば
ん
有
名
な
団
子
は
、
み
た
ら
し
団
子
だ

ろ
う
。
み
た
ら
し
団
子
は
、
白
い
団
子
を
焼
い

て
、
し
ょ
う
ゆ
の
た
れ
を
つ
け
た
も
の
だ
。
も
ち

ろ
ん
、
他
の
種
類
も
お
い
し
い
。
ま
た
、
花
見
団

子
や
あ
ん
こ
団
子
も
大
人
気
だ
。
花
見
団
子
は
よ

く
ア
ニ
メ
で
も
食
べ
ら
れ
る
。
お
団
子
は
ど
の
季

節
で
も
食
べ
ら
れ
る
が
、
季
節
ご
と
の
特
定
の
お

団
子
は
格
別
だ
。
例
え
ば
、
春
に
は
花
見
団
子
が

食
べ
ら
れ
て
、
夏
に
は
み
た
ら
し
団
子
が
よ
く
食

べ
ら
れ
る
そ
う
だ
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
お
団
子
は
、
簡
単
に
作
れ
て
、

多
く
の
種
類
が
あ
る
。
そ
し
て
、
季
節
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
お
団
子
の
本
当

の
価
値
が
あ
る
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

野
々
山 

湊
人  

 

日
本
に
は
、
だ
れ
も
が
あ
こ
が
れ
る
刀
と
い

う
、
世
界
に
じ
ま
ん
で
き
る
伝
統
文
化
が
あ
る
。 

 

刀
は
、
昔
の
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
武
器
だ
。

初
め
は
鉄
を
う
す
く
の
ば
し
た
だ
け
の
簡
単
な
形

の
刀
だ
っ
た
。
後
に
刀
作
り
の
技
術
が
よ
く
な

り
、
う
で
の
よ
い
刀
工
た
ち
が
、
強
く
て
よ
く
切

れ
る
美
し
い
刀
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉

か
ま
く
ら

時
代
に
は
、
日
本
刀
と
呼

ば
れ
る
反
り
の
あ
る
刀
が
生
ま
れ
、
武
士
た
ち
が

戦
い
で
使
っ
た
。
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く

は
、
身
を
守
る
だ
け
な
く
、
心
を
き
た
え
る
大
切

な
道
具
と
し
て
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。 

 
 

 
 

 

刀
は
、
た
だ
の
武
器
で
は
な
く
、
日
本
の
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
表
す
大
切
な
も
の
と
し
て
今
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
刀
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ

る
。
心
が
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
本
当
の
価
値
が

あ
る
の
だ
。 

 

バ
テ
ィ
神
津 

沙
羅 

  

 

日
本
に
は
、
和
楽
器
と
い
う
世
界
に
ほ
こ
る
伝

統
文
化
が
あ
る
。 

 

い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
み
り
ょ
く
は
、
そ
の
音

だ
。
和
楽
器
の
音
は
あ
ま
り
耳
に
し
な
い
音
だ
。

ピ
ア
ノ
と
は
全
く
違
う
。
日
本
の
祭
り
や
行
事
に

は
和
楽
器
は
欠
か
せ
な
い
。
他
に
も
伝
え
た
い
み

り
ょ
く
が
あ
る
。
そ
れ
は
音
色
の
特
ち
ょ
う
だ
。

和
楽
器
は
、
ゆ
ら
ぎ
や
、
か
す
れ
の
あ
る
音
が
あ

る
。
そ
れ
に
、
力
強
く
て
「
間
」
が
多
い
。

「
間
」
は
演
奏
し
て
い
な
い
場
所
、
音
の
な
い
時

間
だ
。 

さ
ら
に
、
多
く
の
和
楽
器
は
、
木
、
竹
、
絹
な

ど
の
自
然
素
材
で
作
ら
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
和
楽
器
の
種
類
に
つ
い
て
し
ょ
う
か

い
す
る
。
和
楽
器
に
は
、
び
わ
、
三
味
線
、
こ
と

な
ど
の
楽
器
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
和
楽
器
の
音
色
に
は
西
洋
楽
器

に
は
な
い
独
特
の
お
も
む
き
が
あ
り
、
意
図
的
に

作
り
出
さ
れ
る
美
し
さ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  

ラ
バ
ク 

大
和 

  

日
本
に
は
、
世
界
に
じ
ま
ん
で
き
る
食
化
が
あ

る
。
す
し
は
、
も
と
も
と
魚
を
お
米
と
い
っ
し
ょ
に

発
こ
う
さ
せ
て
保
存
す
る
た
め
の
食
べ
物
と
し
て
生

ま
れ
た
。
昔
の
日
本
で
は
、
川
で
取
れ
た
魚
を
長
く

保
存
す
る
た
め
に
、
お
米
と
い
っ
し
ょ
に
発
こ
う
さ

せ
て
い
た
。 

そ
の
後
、
江
戸

え

ど

時
代
に
な
る
と
、
今
の
よ
う
に
生

の
魚
を
ご
飯
に
の
せ
て
、
す
ぐ
食
べ
る
「
に
ぎ
り
す

し
」
が
登
場
し
た
。
江
戸
（
今
の
東
京
）
で
早
く
食

べ
ら
れ
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
と
し
て
人
気
に
な
っ
た

そ
う
だ
。
今
で
は
、
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
日
本
の
有

名
な
料
理
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
す
し
に
は
、
そ
の
地
で
取
れ
る
自

然
の
め
ぐ
み
を
大
切
に
い
た
だ
こ
う
と
す
る
心
が
あ

る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
す
し
の
本
当
の
価
値
が
あ
る
の

だ
。 

 

中
学
部
三
年 

 

卒
業
の
言
葉 

在
校
生
へ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
川 

夏
緒 

  

私
は
、
補
習
校
に
小
学
校
一
年
生
の
と
き
か
ら
通

っ
て
い
る
。
今
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
大
変
な
こ
と
も
、
宿
題
が
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
け
れ
ど
、
楽
し
く
て
、
充
実
し
た
学
校
生
活
だ

っ
た
と
思
う
。 

九
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
、
多
く
の
楽

し
い
思
い
出
を
作
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
楽
し

か
っ
た
思
い
出
は
、
中
学
三
年
の
出
来
事
だ
。 
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運
動
会
で
、
赤
組
の
代
表
に
選
ば
れ
た
。
夏
祭
り

で
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
接
客
を
し
た
。
中
学
三
年
生
に
な

っ
て
か
ら
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
と
改
め
て
実
感

し
た
出
来
事
だ
っ
た
。
毎
週
あ
る
漢
字
テ
ス
ト
で

は
、
ク
ラ
ス
全
員
が
五
十
点
以
上
取
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
た
。
五
十
点
以
上
を
三
回
達
成
で
き
れ

ば
、
カ
ル
タ
が
で
き
る
の
で
、
ク
ラ
ス
全
員
が
張
り

切
っ
て
い
た
。 

私
が
こ
こ
ま
で
通
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
両
親
、

い
っ
し
ょ
に
通
っ
て
く
れ
た
親
友
、
同
じ
ク
ラ
ス
で

共
に
授
業
を
受
け
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
そ
し
て
楽
し

い
授
業
を
し
て
く
れ
た
先
生
方
の
お
か
げ
だ
。
皆
さ

ん
、
九
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
村 

エ
リ
ッ
ク 

 

  

僕
は
、
幼
稚
部
か
ら
十
年
間
、
補
習
校
に
通
い
続

け
て
い
る
。
最
初
は
両
親
が
勝
手
に
決
め
た
「
僕
の

習
い
事
」
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
通
う

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
た
。
小
学
生
の
頃

は
、
宿
題
の
こ
と
で
母
と
け
ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
学
校
に
行
け
ば
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
、
辞

め
よ
う
と
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
学
に
進

学
す
る
と
き
も
、
迷
わ
ず
通
い
続
け
る
こ
と
を
選
ん

だ
。 

 

し
か
し
、
中
学
の
勉
強
は
想
像
以
上
に
難
し
く
、

現
地
校
と
の
両
立
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
週
末
は

ゆ
っ
く
り
寝
た
い
、
友
達
と
遊
び
た
い
と
思
う
日
も

増
え
た
。
そ
れ
で
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
補
習

校
に
通
う
こ
と
が
僕
の
生
活
の
一
部
と
し
て
定
着
し

て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。 

 

そ
ん
な
僕
だ
が
中
学
卒
業
と
い
う
区
切
り
に
、
補

習
校
を
辞
め
る
決
心
を
し
た
。
新
し
く
挑
戦
し
た
い

こ
と
が
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
は
単

に
「
土
曜
日
の
習
慣
」
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
土
台
に
し
て
、
一
歩
外

の
世
界
で
新
し
い
学
び
を
得
た
い
と
考
え
た
結
果

だ
。 

 

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
の
中
で
、
自
分
の

し
た
い
こ
と
に
少
し
ず
つ
挑
戦
し
、
精
一
杯
努
力
し

て
い
き
た
い
。 

 
 

土
井 

健
資 

 

  

今
日
、
僕
は
下
級
生
に
、
日
本
人
学
校
を
長
く
、

楽
し
く
続
け
る
こ
つ
を
伝
授
し
た
い
。 

 

そ
れ
は
、
一
生
仲
良
く
で
き
る
良
い
友
人
を
見
つ

け
る
こ
と
だ
。
僕
は
、
幼
稚
部
年
中
か
ら
中
学
部
三

年
の
今
ま
で
十
一
年
間
、
日
本
人
学
校
に
通
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
一
番
の
友
人
は
、
小
学
一
年
か
ら

い
っ
し
ょ
に
通
っ
た
。
彼
と
は
、
母
の
お
な
か
の
中

に
い
た
頃
か
ら
の
縁
で
、
同
じ
日
に
生
ま
れ
る
予
定

だ
っ
た
。
彼
が
中
学
二
年
で
職
業
見
習
い
の
た
め

に
、
学
校
を
辞
め
る
ま
で
、
ず
っ
と
同
じ
ク
ラ
ス

で
、
時
に
は
先
生
に
う
る
さ
い
と
注
意
さ
れ
な
が

ら
、
楽
し
く
日
本
語
で
話
し
た
。
難
し
く
て
面
倒
な

漢
字
の
練
習
も
、
音
読
も
、
今
日
は
ど
ち
ら
の
ほ
う

が
上
手
だ
っ
た
か
、
点
が
よ
か
っ
た
か
、
ど
ん
な
発

言
が
あ
っ
た
か
を
話
し
合
っ
た
。
ク
ラ
ス
で
僕
た
ち

の
他
は
女
子
ば
か
り
の
と
き
も
、
彼
が
い
れ
ば
、
全

て
は
楽
に
事
が
運
ん
だ
。 

 

皆
さ
ん
に
は
、
日
本
人
学
校
で
良
い
友
人
は
い
ま

す
か
。
も
し
も
、
ま
だ
見
つ
け
て
い
な
い
な
ら
、
ぜ

ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
学
校
が
終
わ
っ
た
後
に
、

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
の
も
よ
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
一

生
心
に
残
る
共
通
の
思
い
出
を
ぜ
ひ
作
っ
て
ほ
し

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

永
野 

桜
央 

 

  

私
は
、
こ
の
日
本
人
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
最
初
、
学

校
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
反
面
、
不
安
も
覚
え
て
い

た
。
勉
強
が
難
し
く
感
じ
た
り
し
て
、
学
校
を
何
度

も
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

両
親
や
友
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
両
親
は
、

い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
読
書
を
し
て
く
れ
た
り
、
わ
か

ら
な
い
問
題
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
し
た
。
そ
し

て
、
友
達
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
毎
週
楽
し

く
、
学
校
に
通
え
た
と
思
う
。 

 

こ
の
学
校
で
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
数
々
の

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
校
の
行
事
で

は
、
運
動
会
が
い
ち
ば
ん
心
に
残
っ
て
い
る
。
皆
と

協
力
し
合
い
、
そ
し
て
、
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。 

 

ま
た
、
こ
の
学
校
で
多
く
の
友
達
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
。
友
達
と
過
ご
し
た
時
間
は
い
つ
も
と
て

も
お
も
し
ろ
く
、
学
校
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ

た
。
辞
め
た
い
と
思
っ
た
気
持
ち
を
乗
り
越
え
た
か

ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
た
の
だ

と
思
う
。 

 

こ
の
日
本
人
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ

と
は
忘
れ
な
い
。
そ
し
て
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
人
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。 
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波
多
野 

タ
イ
ラ
ー 

 

  

三
年
前
、
補
習
校
の
中
学
部
に
入
学
し
た
日
の
緊

張
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
日
本
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
行
き
、
日
本
の
学
校
に
行

か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
補
習
校
で
ど
ん
な
人
と

出
会
う
の
か
少
し
不
安
で
、
ど
き
ど
き
し
て
い
た
。

僕
は
自
分
か
ら
あ
ま
り
話
し
か
け
る
ほ
う
で
は
な
か

っ
た
が
、
み
ん
な
は
明
る
く
て
、
す
ぐ
に
僕
に
話
し

か
け
て
く
れ
た
。
間
も
な
く
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
、

打
ち
解
け
て
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
補
習
校
に
通
っ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
そ
の
途
中
か
ら
僕
が
入
っ
た
け
れ
ど
、

み
ん
な
僕
を
す
ぐ
さ
ま
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。 

授
業
中
は
、
意
見
を
活
発
に
交
わ
し
た
。
み
ん
な

と
仲
良
く
な
れ
た
の
で
発
言
も
し
や
す
か
っ
た
。
先

生
も
朗
ら
か
で
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
、
授
業
も

心
地
よ
く
聞
け
た
。
グ
ル
ー
プ
活
動
で
意
見
を
交
わ

し
た
り
、
カ
ル
タ
で
競
い
合
っ
た
り
し
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
、
ク
ラ
ス
の
男

子
と
競
っ
た
こ
と
は
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
。 

た
だ
、
途
中
で
友
達
が
一
人
、
ま
た
一
人
と
学
校

を
辞
め
て
い
っ
た
と
き
は
、
取
り
残
さ
れ
た
気
持
ち

に
な
り
、
け
っ
こ
う
悲
し
か
っ
た
。
そ
の
分
、
今
ま

だ
い
る
友
達
と
仲
良
く
な
り
、
い
い
思
い
出
を
作
り

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。
早
起
き
し
て
学

校
に
行
く
の
は
辛
か
っ
た
が
、
先
生
も
明
る
く
優
し

か
っ
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
思
う
。
こ

の
よ
う
に
、
補
習
校
を
続
け
て
き
て
、
本
当
に
よ
か

っ
た
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

村
上 

彩
絵 

 

  

中
学
三
年
間
の
補
習
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
私

が
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
。 

 

私
が
補
習
校
に
通
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
意
見
を
聞
け
た
り
、
私
の
発

表
に
対
す
る
感
想
を
言
っ
て
も
ら
え
た
り
し
た
こ
と

だ
。
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
視
野
が
広
が
っ
た

う
え
、
私
自
身
の
考
え
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
学
ぶ
こ
と
で
楽
し
く
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

私
の
発
表
を
聞
い
て
友
人
が
褒
め
て
く
れ
た
。
う

れ
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
友
人
の
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
の
考
え

を
広
げ
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

補
習
校
で
は
、
家
族
以
外
の
人
と
日
本
の
こ
と
を

話
せ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
で
も
で
き
な
い
こ
と
だ
。
他
の
家
族
も
、
日
本
の

行
事
で
、
我
が
家
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と
知
っ

て
、
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
。 

 

授
業
で
は
、
カ
ル
タ
、
カ
フ
ー
ト
、
百
人
一
首
な

ど
が
皆
で
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
。
運
動
会
の
徒
競

走
で
転
ん
だ
と
き
は
、
友
達
が
慰
め
て
く
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
、
私
が
一
人
で
親
や
家
庭
教
師
と

勉
強
を
し
て
い
た
ら
、
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と

だ
。 

 

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
補
習
校
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の

意
見
交
換
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

国
際
部
高
学
年 

卒
業
の
言
葉 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
田 

光
星 

 

こ
の
国
に
来
て
五
年
が
経
つ
。
当
時
の
私
は
日
本

語
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
ず
、
挨
拶
や
簡
単
な
会
話
し

か
で
き
な
い
こ
と
で
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

ず
、
学
校
で
も
家
で
も
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。 そ

ん
な
中
で
通
い
始
め
た
補
習
校
は
、
最
初
は
と

て
も
長
い
時
間
に
思
え
た
が
、
次
第
に
「
学
ぶ
場

所
」
よ
り
も
「
楽
し
い
場
所
」
に
な
っ
た
。 

 
 

先
生
方
は
親
切
で
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
も
良
く
、

多
く
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。 

私
と
同
じ
よ
う
に
二
つ
の
文
化
を
持
つ
仲
間
と

は
、
似
た
経
験
や
悩
み
を
共
有
し
、
同
じ
こ
と
で
笑

い
合
え
た
。
自
分
だ
け
が
孤
独
で
は
な
い
と
気
づ
い

た
と
き
、
補
習
校
は
私
の
心
が
安
ら
ぐ
場
所
に
な
っ

た
。 日

本
語
も
少
し
ず
つ
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
完
璧

で
は
な
い
が
、
自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
先
生
や
友
達
の
お
か
げ
で
、
恐
れ
ず
に
話

す
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。 

ま
た
、
文
化
や
ル
ー
ツ
へ
の
興
味
も
深
ま
り
、
母

の
故
郷
で
あ
る
日
本
の
伝
統
や
言
葉
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
補
習
校
は
、

私
に
誇
り
と
、
自
分
の
文
化
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

を
与
え
て
く
れ
た
。 

も
ち
ろ
ん
負
担
に
感
じ
る
日
も
あ
っ
た
。
土
曜
日

が
平
日
の
学
校
と
重
な
り
、
疲
れ
果
て
て
「
今
日
は
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行
き
た
く
な
い
」
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
授
業
後
に
は
「
行
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
、
少

し
頑
張
っ
た
自
分
を
褒
め
た
く
な
っ
た
。 

卒
業
を
迎
え
る
今
、
寂
し
さ
と
達
成
感
が
入
り
混

じ
っ
て
い
る
。
補
習
校
は
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
人

と
の
つ
な
が
り
や
自
信
、
自
分
を
大
切
に
す
る
心
を

教
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
語
を
学
び
続

け
、
自
分
の
文
化
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
野 

修
嵩 

 

僕
が
日
本
語
補
習
校
に
通
い
始
め
て
か
ら
、
あ
っ 

と
い
う
間
に
十
二
年
が
経
っ
た
。
入
学
し
た
頃
は
、

宿
題
を
毎
週
す
る
の
が
と
て
も
つ
ら
く
て
辞
め
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
や
、
土
曜
日
の
朝
、
眠
く
て
登
校
す

る
の
が
大
変
な
日
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
学
校
に

通
い
続
け
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。 

毎
年
恒
例
の
秋
に
あ
る
バ
ザ
ー
や
祭
り
で
は
、
高 

学
年
に
な
っ
て
か
ら
手
伝
う
番
に
な
っ
て
、
ク
ラ
ス

で
メ
ロ
ン
ソ
ー
ダ
を
担
当
し
た
。
最
初
は
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
味
を
改
良
し
て
い
く
の

が
楽
し
か
っ
た
。
授
業
の
合
間
の
休
憩
時
間
に
は
、

校
庭
で
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
体
育
館
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
を
し
た
り
し
た
。
雪
が
降
っ
た
日
に
は
み
ん
な
で

雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
り
、
雪
合
戦
を
し
た
り
し
た
こ

と
も
楽
し
い
思
い
出
だ
。 

最
近
は
友
達
と
だ
ら
だ
ら
話
す
時
間
も
増
え
た
が
、

そ
ん
な
何
気
な
い
会
話
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
補
習

校
で
は
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
文
化
や
友
達
と

協
力
す
る
こ
と
も
学
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。 

「
僕
を
支
え
て
く
れ
た
先
生
方
、
送
り
迎
え
を
し
て

く
れ
た
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
一
緒
に
笑
っ
た
り
、
悩

ん
だ
り
し
て
く
れ
た
友
達
の
お
か
げ
で
、
こ
こ
ま
で

続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
等
部
三
年 

卒
業
に
あ
た
っ
て 

  

時
間 

岡
本 

朔
門 

 
 

  
毎
週
土
曜
日
、
お
昼
過
ぎ
。
ス
イ
ス
に
来
て
か
ら

今
ま
で
、
何
も
な
い
は
ず
の
こ
の
時
間
が
補
習
校
に

よ
っ
て
失
わ
れ
た
。
し
か
し
、
週
に
一
度
し
か
会
わ

な
い
友
達
や
先
生
と
、
な
か
な
か
濃
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
、
夏
祭
り
は
印
象
深
か

っ
た
。
普
段
な
ら
お
祭
り
に
行
き
、
何
か
を
買
う
側

で
あ
る
私
が
裏
方
と
な
り
、
小
さ
い
子
や
保
護
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
側
に
な
れ
た
の
は
非
常
に
い
い
経

験
だ
っ
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
先
生
た
ち
、
保
護
者

と
協
力
し
、
出
し
物
の
う
ど
ん
を
最
後
ま
で
売
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
い
い
時
間
で
あ
り
、
私
自
身

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
行
事
や
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
を
作
っ
て
く

れ
る
補
習
校
は
温
か
い
場
所
だ
と
感
じ
た
。 

 

三
年
間
、
毎
週
通
い
続
け
る
の
は
気
が
重
い
な
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は

あ
っ
と
い
う
間
で
、
一
瞬
の
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
に

感
じ
る
。
夏
祭
り
だ
け
で
な
く
、
通
常
授
業
や
帰
り

の
電
車
の
中
で
の
会
話
な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
全

て
が
、
貴
重
だ
っ
た
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
毎
週

土
曜
日
の
自
由
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
一
方

で
、
何
か
を
失
う
感
覚
で
、
複
雑
な
気
持
ち
も
あ

る
。 在

校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
あ
る
当
た
り
前
を
大

切
に
し
、
噛
み
締
め
て
、
長
い
よ
う
で
短
い
卒
業
ま

で
の
時
間
を
、
仲
間
や
先
生
た
ち
と
過
ご
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 

私
の
補
習
校
で
の
十
四
年 

マ
イ
ヤ
ー 

瑠
菜 

 

 
 

 

私
が
補
習
校
で
過
ご
し
た
時
間
は
十
四
年
。
友
達

と
支
え
合
い
な
が
ら
成
長
し
、
人
生
の
過
ご
し
方
も

学
ん
だ
。 

 

振
り
返
る
と
、
私
の
補
習
校
生
活
は
幼
稚
部
か
ら

始
ま
っ
た
。
あ
の
頃
は
、
友
達
と
過
ご
す
時
間
が
何

よ
り
楽
し
く
、
人
間
関
係
を
築
く
経
験
を
積
ん
だ
。 

 

小
学
部
に
進
む
と
、
初
め
て
現
地
校
と
補
習
校
の

両
立
が
始
ま
っ
た
。
幼
稚
部
の
頃
に
比
べ
て
遊
び
の

時
間
は
減
り
、
漢
字
や
国
語
の
勉
強
の
難
し
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
、
努

力
す
る
大
切
さ
や
、
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
る
楽
し
さ

を
学
ん
だ
。 

 

中
学
部
に
入
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
二
〇
二
〇
年

の
四
月
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
わ
っ
た
。
友
達
と

対
面
で
は
会
え
ず
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
越
し
に
授
業

を
受
け
る
日
々
が
続
い
た
。
再
び
学
校
に
通
え
る
よ
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う
に
な
っ
た
と
き
は
、
少
し
ず
つ
元
の
生
活
に
戻
る

喜
び
を
感
じ
た
。 

 

中
学
三
年
生
に
な
る
と
、
私
は
男
子
ば
か
り
の
ク

ラ
ス
に
一
人
残
っ
た
。
最
初
は
寂
し
さ
も
あ
っ
た

が
、
様
々
な
出
来
事
の
中
で
自
分
で
考
え
、
行
動
す

る
力
を
身
に
つ
け
た
。 

 

中
学
部
卒
業
後
、
現
地
校
と
の
両
立
を
考
え
て
国

際
部
高
学
年
に
進
ん
だ
が
、
次
第
に
、
自
分
ら
し
く

い
ら
れ
な
い
と
感
じ
た
。
悩
ん
だ
末
に
、
高
等
部
へ

転
入
し
、
自
分
の
心
を
信
じ
て
道
を
選
ぶ
大
切
さ
を

学
ん
だ
。 

 

最
後
の
高
等
部
で
は
勉
強
は
大
変
だ
っ
た
が
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
で
過
ご
し
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。 

補
習
校
で
過
ご
し
た
十
四
年
間
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
の
支
え
に
な
る
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
二
年
間
の
補
習
校 

松
﨑 

レ
ア
ン
ダ
ー
秋
広 

 

 

補
習
校
に
通
っ
て
十
二
年
が
た
ち
、
私
も
、
と
う

と
う
卒
業
す
る
日
が
来
た
。 

ま
だ
私
が
幼
稚
園
児
だ
っ
た
頃
、
私
の
猛
烈
な
反

対
を
押
し
切
っ
て
、
母
は
私
を
補
習
校
に
申
し
込
ん

だ
。
し
か
し
、
入
学
し
て
み
る
と
、
想
像
し
て
い
た

の
と
は
違
い
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
日
本
語
を
話

せ
る
新
た
な
友
人
と
知
り
合
い
、
休
み
時
間
に
は
み

ん
な
で
鬼
ご
っ
こ
や
縄
跳
び
を
し
た
。
今
で
も
思
い

返
せ
ば
、
あ
の
頃
の
楽
し
さ
と
喜
び
が
蘇
っ
て
く

る
。 確

か
に
、
い
つ
も
放
置
し
て
し
ま
う
宿
題
や
時
間
の

か
か
る
遠
距
離
通
学
に
嫌
気
が
さ
し
、
泣
く
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
共
に
、
運
動
会
や

著
名
人
の
来
校
な
ど
の
良
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
補

習
校
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
高
等
部
に
行

け
た
の
は
、
太
鼓
部
で
お
世
話
に
な
っ
た
高
校
生
達
に

憧
れ
を
抱
き
、
必
ず
自
分
も
高
等
部
に
行
く
と
固
く
決

心
し
た
か
ら
だ
。 

気
づ
け
ば
、
私
は
あ
っ
と
い
う
間
に
高
校
三
年
生
に

な
り
、
卒
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
地
校
と
の
両
立

は
大
変
だ
。
学
年
が
上
が
る
ほ
ど
テ
ス
ト
も
難
し
く
な

る
。
だ
が
、
今
の
う
ち
に
日
本
語
の
勉
強
を
頑
張
っ
て

お
く
と
、
家
族
や
日
本
の
友
人
と
も
楽
し
く
会
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
補
習
校
に
通
う
の
が
嫌
に

な
っ
た
と
き
は
、
通
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す

と
良
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
で
き
る
だ
け
国
語
の
勉

強
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。 

Ｉ
先
生
、
Ｏ
先
生
、
Ｍ
先
生
、
Ｍ
先
生
、
Ｙ
先
生
、

Ｔ
先
生
、
Ｎ
先
生
、
Ｎ
先
生
、
Ｍ
先
生
、
太
鼓
部
の
皆

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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